
ＩＣＴ活用授業を普及させるための校内研修プログラムの開発

―実物投影機を活用した高等学校でのワークショップ型グループ活動を生かして―

研究の概要

教員が日常的なＩＣＴ活用授業に対する知識や意欲が持てるように，先行研究等を

参考に活動１から活動７までの構成の校内研修プログラムを開発した。

このプログラムを生かし，二つの高等学校で研修会を開催したところ，ＩＣＴ活用

指導力に関する事前事後調査や評価アンケートの結果から，日常的なＩＣＴ活用授業

に対する知識や意欲を高めるために効果があったことが示された。
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ＩＣＴ活用授業を普及させるための校内研修プログラムの開発
―実物投影機を活用した高等学校でのワークショップ型グループ活動を生かして―

・「授業中にＩＣＴを活用して指導する能力（カテゴリーＢ）」を高めることが必要

（岡山県指導可能高等学校教員52.7%，平成19年度 文部科学省調査結果より）

・教員がＩＣＴ活用授業を実施しようとするような校内研修が必要

教員が日常的なＩＣＴ活用授業に対する知識や意欲が持てるような校内研修会

を実施するために，先行研究等を参考にＩＣＴ活用授業を普及させるための校内

研修プログラムを開発し，開発したプログラムの効果を調べる。

現状

研究の目的

校内研修

プログラム

開発したプログラム（活動１～活動７）を生かして研修会を実施したとこ

ろ，ＩＣＴ活用指導力に関する事前事後調査やプログラムに対する評価アン

ケートの結果から，開発したプログラムは，日常的なＩＣＴ活用授業に対す

る知識や意欲を高めるために効果があったことが示された。

結果

活動３ 機器準備及び操作実習

（実物投影機＋プロジェクタ＋マグネットスクリーン）

活動７ 振り返り ファシリテータによるまとめ，アンケート実施

教
え
方
を
検
討

す
る

活動２ 「実物投影機」を活用した授業例の紹介

活動１ ＩＣＴ活用指導力に関するアンケート実施

活動６ 「授業での教え方」を評価 グループ，全体

活動５ 模擬授業の実施
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ＩＣＴ活用授業を普及させるための校内研修プログラムの開発
―実物投影機を活用した高等学校でのワークショップ型グループ活動を生かして―

Ⅰ はじめに

平成19年２月に文部科学省より「教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」が公表され，ＩＣ

Ｔ活用指導力の基準が示された。また，それらは「教員のＩＣＴ活用指導力の基準」リーフレット

に掲載・配布され，周知が図られている 。１）

平成19年度末の文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果(2008)」によ

ると，岡山県の高等学校においてＩＣＴ指導可能教員は，カテゴリーＡ「教材研究・指導の準備・

評価などにＩＣＴを活用する能力」が70.7%，カテゴリーＢ「授業中にＩＣＴを活用して指導する

能力」が52.7%，カテゴリーＣ「生徒のＩＣＴ活用を指導する能力」が52.5%の割合となっている

（ ） 。図１ ２）

教員のＩＣＴ活用が児童生徒の学力向上に及ぼす効果として，独立行政法人メディア教育開発セ

ンターが行った「文部科学省委託事業・教育の情報化の推進に資する研究（ＩＣＴを活用した指導

の効果の調査）(2006)」の結果では，具体的にはＩＣＴを活用した授業の方が活用していない授業

よりも「客観テストで有意に成績が高い」と示されている。

こうした現状から考えて，すべての教員がＩＣＴを活用して授業をするようになることが，児童

生徒の学力を保障するために重要ではないかと考える。そのためには，各学校で校内研修を行い，

ＩＣＴ活用授業が実施できるような体制を整えることが必要となる。

一方，高等学校では教科担任制を採用しており，各教科・科目内で教員間の指導方法に関する情

報交換は行われるものの，一般的に教科・科目の枠を越えた教員の授業実施に関する研修機会は持

たれることが少ない。本研究における二つの協力校（高等学校）の教員67名に「ＩＣＴを活用して

授業をしたことがありますか」と質問をしたところ，日常的にＩＣＴ活用授業を行っている教員は

19名であった。

そして，残りの48名については 「準備や操，

作の仕方が分からない 「機器の準備時間がな」

い 「必要を感じない」等の理由で，日常的な」

ＩＣＴ活用授業が行われていなかった。

ＩＣＴ活用授業が日常的に行われるように

なるためには，校内研修において，生徒の学

力を高めるために効果があることを知ること

やワークショップ型研修等を通して必要な技

能を身に付けることが有効であると考えた。

そして，教員のＩＣＴ活用指導力を向上させ

るためには，まず，教員自身がＩＣＴを活用

して指導できる能力，つまりカテゴリーＢに

関する指導力を高める校内研修を実施すると

ころから取り組むべきではないかと考えた。

カテゴリーＡ「教材研究・指導の準備・評価などにＩＣＴを活用する能力 ，カテゴリーＢ「授業中にＩＣＴを活用して指導注1) 」

する能力 ，カテゴリーＣ「生徒のＩＣＴ活用を指導する能力」」

図１ 平成19年度「岡山県のＩＣＴ活用

注1)指導力」カテゴリーＡ，Ｂ，Ｃ

に「できる 「ややできる」と回答」

した教員の割合
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Ⅱ 研究の目的

教員が日常的なＩＣＴ活用授業に対する知識や意欲が持てるような校内研修会を実施するために，

先行研究等を参考にＩＣＴ活用授業を普及させるための校内研修プログラム（以下 「プログラ，

ム」という ）を開発する。開発したプログラムがＩＣＴ活用授業に対する教員の知識や意欲を高。

めるために有効であるかを，二つの高等学校での実践によって検証する。

Ⅲ 研究の手順

次の手順で研究を進める。

１ ＩＣＴ活用授業を普及させるための校内研修プログラムを開発する

(1) 先行研究を調べる

(2) ＩＣＴ活用授業に関する意識調査を行う

(3) 校内研修プログラムを開発する

２ 二つの高等学校で，プログラムを生かした校内研修を計画・実施する

岡山県立瀬戸南高等学校(1)

（前半）７月２日（水） 14:00 ～ 16:00 （２時間実施） ・参加者27名

（後半）８月25日（月） 14:00 ～ 16:00 （２時間実施） ・参加者14名

岡山県立岡山南高等学校(2)

（前半）７月８日（火） 13:30 ～ 15:30 （２時間実施） ・参加者42名

（後半）12月４日（木） 13:30 ～ 15:30 （２時間実施） ・参加者30名

３ 開発したプログラムの効果を調べる

(1) ＩＣＴ活用指導力に関する事前事後調査及び事後の聞き取り調査の実施・分析

(2) プログラムに対する評価アンケート及び聞き取り調査の実施・分析

(3) 参加教員が実施したＩＣＴ活用授業と授業者への聞き取り調査

Ⅳ プログラムの内容及び構成の検討

本研究で開発するプログラムは，主として高等学校の校内研修で活用することを前提にしている

が，ＩＣＴ活用授業やＩＣＴ活用指導力に関して高等学校での実践を基に実施された先行研究はほ

とんど見当たらない。本節では，主として小・中学校を対象に実施された先行研究等から，プログ

ラムの内容及び構成に生かすことができる知見を整理する。

堀田ら（2006）は「ＩＣＴ活用による学習指導を進めてきた教員や指導主事等26名に行ったＩＣ

Ｔ活用に関する研修において効果のあったと感じる働きかけについての調査」を実施し，教員のＩ

ＣＴ活用指導力を習得する研修の重要な要素を のようにまとめている 。表１ ３）

開発するプログラムにこの三つの要素を含めることで，教員のＩＣＴ活用指導力を高め，日常的

なＩＣＴ活用授業へと結び付く研修が実施できるのではないかと考えた。

そこでこの三つの要素を基にして，ＩＣＴ活用授業の普及を阻む原因や先行研究，先進ＩＣＴ活

用校の校内研修事例からプログラムの内容及び構成を検討した。

表１ ＩＣＴ活用指導力を習得する研修の重要な要素

（a） ＩＣＴ活用の授業場面のイメージ化

（b） 教員がＩＣＴを活用した授業を実施しようとするムードの形成

（c） ＩＣＴを活用した場合にいつでも助けてもらえる体制づくり
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１ ＩＣＴ活用授業の普及を阻む原因

ＩＣＴを活用した授業が日常的に実施されない原因として 「普通教室にコンピュータやプロ，

ジェクタが整備されていないから」といった意見をよく聞く。ところが 「教員のＩＣＴ活用指，

導力チェックリスト」には「提示したことがある」といったＩＣＴの活用状況ではなく 「提示，

できる」という教員の能力を問う文末表現が使われている。ＩＣＴ活用授業を日常的に実施する

ためには，機器整備とともに，教員の意識を変えていく必要もある。

当センター実施の「情報教育推進リーダー研修講座」に参加した小・中・高等学校及び特別支

援学校の教員32名を対象に 「校内のＩＣＴ活用授業を阻む原因」についての調査を行った。回，

答結果から 「ＩＣＴ機器の不足」を除けば，各学校には「ＩＣＴ機器の操作方法が分からな，

い 「授業での活用方法が分からない 「必要を感じない」と考えている教員が多いことが分かっ」 」

た（ 。図２）

また，本研究の校内研修実施校２校において行った「ＩＣＴ活用授業に関する意識調査」の

中で，ＩＣＴを活用して授業をしたことがないと答えた教員に対して，その理由を示して４件

法で尋ねたところ，次のような回答が得られた（ 。ここでは 「ＩＣＴ機器の準備や操作表２） ，

の仕方が分からないから 「ＩＣＴ機器の準備時間がないから」という理由を述べた教員の割合」

が高かった。

そこで に見られるような「ＩＣＴ機器の操作方法が分からない 「ＩＣＴ機器の準備時間図２ 」

がない 「教材の準備時間がない」というＩＣＴ活用授業を阻む原因に関しては，ＩＣＴ活用授」

業を行ったことのない教員にも「日常の授業で活用しやすい」と感じさせることができるＩＣ

Ｔ機器を授業や校内研修に導入する必要があると考えた。また「授業での活用方法が分からな

43
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図２ 校内のＩＣＴ活用授業の普及を阻む原因（研修講座参加教員への調査結果）
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表２ 普段の授業でＩＣＴを活用しない理由

理由 そう思う 少し思う あまり思わない 思わない

50.0% 33.3% 0.0% 16.7%準備や操作の仕方が分からないから

機器の準備時間がないから 33.3% 50.0% 16.7% 0.0%

学校に機器がないから 16.7% 33.3% 50.0% 0.0%

必要を感じないから 16.7% 16.7% 33.3% 33.3%

使うと逆に学習効果が薄まるから 0.0% 0.0% 66.7% 33.3%

ＩＣＴ活用授業

を阻む原因

ＩＣＴ活用授業

に関する原因
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い 「必要を感じない」というＩＣＴ活用授業に関する原因に対しては，校内研修の内容にＩＣ」

Ｔ機器の取り扱い方だけでなく，ＩＣＴ活用授業がイメージでき，日常の授業の改善に直結す

る活動を導入すると有効であると考えた。

２ 校内研修で扱うＩＣＴ機器

ここでは，ＩＣＴを活用した授業を行ったことがない教員にとっても，日常の授業で活用しや

すいＩＣＴ機器にはどのようなものがあるかを検討し，校内研修で扱うＩＣＴ機器を選定する。

(1) 授業で活用しやすいＩＣＴ機器

高橋ら（2007）は小学校教員27名（教員歴やＩＣＴ活用歴はそれぞれ異なる教員を含む）を対

象に「プロジェクタ，コンピュータ，実物投影機，ディジタルカメラ，ビデオカメラ，インター

ネット」のうちの「利用されたＩＣＴ機器（ 」や「ＩＣＴの活用意図（ 「ＩＣＴを図３ 表３） ）」

活用して映した対象（ 」を調査した（2006年１月～10月） 。図４） ４）

1395

（件）
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748800
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図３ 利用されたＩＣＴ機器（高橋ら，2007）

表３ ＩＣＴの活用意図（高橋ら，2007）

順位 活用意図 件 数

１ 理解を促すために写真や実物，考え方を示す 1218

２ 小さなものを大きく映す 508

３ 子どもの手元に無いものを示す 426

４ やり方のモデルを示す 365

５ 子どもに作品やアイディアを発表させる 241

６ 映したものに書き込む 177

７ 活動の段取りや指示を示す 115

８ 子どもの作品やアイディアを示す 111

９ 習熟のために繰り返し示す 48

１０ ２つ以上のものを映して比較する 35
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図４ ＩＣＴを活用して映した対象（高橋ら，2007）
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その結果 「実物投影機をプロジェクタに接続して，児童の理解を促すために，教科書・書籍，

や写真を大きく映した回数が多い」ということが明らかになった。

実物投影機とプロジェクタの組合せの授業回数が一番多かった理由は，大きく提示させるため

に有効な機器であることや操作が簡単な点であることが考えられる。一般的にイメージされがち

なコンピュータとプロジェクタの組合せよりもはるかに扱いやすく 「機器の操作方法が分から，

ない 「機器の準備時間がない」と考えている教員でも，短時間で準備ができ，授業で活用する」

ことが可能である。そして の「ＩＣＴを活用して映した対象」から，実物投影機で映すこと図４

ができるものは多種多様であることも分かる。実物投影機の活用はコンピュータ活用のように特

別な教材を準備する必要はなく，日常的に授業で活用している教科書・書籍等をその場で大きく

提示して分かる授業を進めていくことができる 「教材の準備時間がない」と考えている教員に。

とっても活用しやすいＩＣＴ機器といえる。

また，教員のＩＣＴ活用指導力チェックリストでは，カテゴリーＢ「授業中にＩＣＴを活用し

て指導する能力」の４項目すべてに「コンピュータや提示装置など」と記されており，コンピュ

ータだけでなく，実物投影機を活用してもＩＣＴ活用授業であることが示されている。堀田（20

08）は「プロジェクタ＋実物投影機でＩＣＴ活用に慣れた教員の多くは次第にディジタルカメラ，

プレゼンテーションソフト，ディジタルコンテンツなどを使いたいというようになっていく」と

も述べている 。５）

以上のことから，ＩＣＴ活用授業を行ったことのない教員にとっては，まずは実物投影機とプ

ロジェクタで，教科書・書籍等を大きく映すことから始めることが妥当ではないかと考えた。

(2) 実物投影機とプロジェクタを扱う校内研修

実物投影機とプロジェクタを校内研修でどのように扱えば効果的であるかについては，学習情

報研究誌（学習ソフトウェア情報研究センター，2008年５月号）の「特集：どの学校でもできる

ＩＣＴ活用の普及のための校内研修」で，実物投影機活用の校内研修実践が13事例紹介されてい

る。そのうち，授業でＩＣＴを活用したことのない教員を対象にした校内研修では，すべてパナ

ソニック教育財団主催の「日本一簡単なＩＴセミナー」を参考にして，実物投影機とプロジェク

タの接続実習を行っている 「日本一簡単なＩＴセミナー」のWebページ（ ）には，セミナー。 図５

実施時のプレゼンテーションスライド等が掲載されている。それによると，ワークショップ形式

でグループに分かれて実物投影機とプロジェクタを接続し，いろいろな物を映して授業イメージ

を持つ研修が， の細かい指示により，ムードよく司会進行者（以下「ファシリテータ」という ）。

進められている。ファシリテータを務めた堀田

（2008）は実物投影機とプロジェクタの組合せ

の研修は「パソコンに比べてはるかに短い時間

で可能である。操作研修で教えるべきことが極

めて少ないばかりでなく，実物投影機で映され

るものは，授業で普段から用いている教科書や

資料集，子どもたちのノートであるから，精神

的にも気楽に参加できる。ＩＣＴが苦手な教員

にとってこの安心感はとても大切である 」と述。

べている 。６）

これらのことを参考にして，校内研修の活動

には，ワークショップ形式でグループに分かれ

て実施する「実物投影機とプロジェクタの接続

実習」を取り入れることとする。参加教員は実

物投影機とプロジェクタの接続方法を容易に理

解できると考えるが，もしＩＣＴを活用した授

図５ 日本一簡単なＩＴセミナーWeb

（パナソニック教育財団）

http://www.mef.or.jp/activity/c01_it/horita/pp.html
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業を行ったことがない教員が接続方法を理解できなければ，同グループ内のＩＣＴを活用したこ

とのある教員が助言しながら研修を進める。そのようにすることで，校内研修後も「困った時は

すぐ聞くことができる」といった安心感を生み 「ＩＣＴを活用した場合にいつでも助けてもら，

える体制づくり」の基盤を学校内に作ることができると考えた。

以上のことから，校内研修で扱うＩＣＴ機器は実物投影機とプロジェクタとし，それらの接続

実習を行うことを，本研究における校内研修プログラムに位置付けることにする。

３ 日常の授業実践に役立つ活動

当センターで実施した研修講座（視聴覚機器かんたん利用法研修講座等）に参加した計48名の

教員に「校内研修の形態」についてアンケート調査を行ったところ，すべての教員が「校内研修

は，授業者が学習指導案を基に口頭で説明し，それに対して他の教員がそれぞれの経験を基に意

見を述べるという研修のスタイルである」と回答した。特に専門性が高い内容を教える高等学校

では，そのような研修スタイルでは授業の具体が見えにくい。そのため，多くの教員からの意見

が反映されにくく，日常的な授業の改善に直結しないことから，見直す必要があると考えられる。

ここでは「日常の授業実践に役立つ活動」を行い，ＩＣＴ活用授業をイメージすることに結び

付けるにはどのような活動を行うことが適切かを，次に挙げる２校のＩＣＴ活用授業先進校の校

内研修を分析し，明らかにする。

(1) 宮城県登米市立北方小学校における実践事例

平成17～19年度に「学力向上拠点形成事業（文部科学省指定 」を受け，研究主題「学ぶ意欲）

とスキルを高め，確かな学力を身に付ける子どもの育成」として，教師の授業力向上のための授

業改善の視点を「発問・指示の明確化 「ノート指導 「話し合い指導 「ＩＣＴ活用」に整理し」 」 」

校内研修を推進した。

同校研究主任である皆川（2008）は， のように「教員のＩＣＴ活用指導力を向上させるた表４

めの校内研修プログラム」として，校内研修の構成を「 模擬授業】-【研究授業】-【ワークシ【

ョップ型事後検討会】の三つの活動を組み合わせることが有効である」と述べている 。７）

特に「模擬授業」の効果については「授業者が発問・指示・説明等を吟味した上で，ＩＣＴ活

用場面を授業形式で提案するため，参加者は実際の授業をイメージしやすいという特徴がある。

模擬授業後には，代案の検討を中心に活発に話し合うことができた」とも述べている 。８）

登米市立北方小学校ではこの【模擬授業】－【研究授業】－【ワークショップ型事後検討会】

三つの活動を年間数十回繰り返したが 「模擬授業」に対して参加教員の満足感や有用感は高い，

数値を示し，教員の指導方法が着実に向上してきているという。

表４ 教員のＩＣＴ活用指導力を向上させるための校内研修プログラム（皆川ら，2008）

① 模擬授業 ② 研究授業 ③ ワークショップ型事後検討会

■研修の主な目的 ■研修の主な目的 ■研修の主な目的

ＩＣＴを活用した授業イメージの ＩＣＴ活用が効果的な授業場面の ＩＣＴ活用の目的や効果の理解

把握 理解

■研修の進め方 ■研修の進め方 ■研修の進め方

・指導案をもとにＩＣＴ（主に実物 ・授業者は，指導案においてＩＣＴ ・研究授業終了後，授業評価シート

投影機とプロジェクタ）を活用し 活用の目的を明示し，ＩＣＴを活 の集計結果を踏まえ，ＩＣＴ活用

た模擬授業を５分程度行う。 用した授業を実施する。 の有効性の検討を含めた話し合い

・授業後，ＩＣＴ活用が有効であっ ・参観者は，授業評価シートを用い を小グループで行う。

たか，発問や指示は適切であった て対象となる授業を観点別に評価 ・特に効果があった点，さらに改善

か，小グループで話し合い，代案 する。その際，項目の一つとして が必要な点を明らかにし代案の検

について具体的に検討する。 ＩＣＴ活用の効果 を設定する 討を中心に議論する。「 」 。
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実践事例(2) 富山県富山市立山室中部小学校における

研究主題を「日常の授業における基礎的な学力向上のためのＩＣＴ活用指導法の開発」と設定

して 「生活規律（生活習慣，学習習慣）の確立 「基礎的な学力（基礎学力，基礎・基本）の定， 」

着」のためのＩＣＴを活用した指導法の研究を推進している。

平成19年度，富山市教育委員会は市内小学校の全普通教室に実物投影機とプロジェクタを導入

した。それを受けて同校はまず「実物投影機とプロジェクタのつなぎ方研修」を実施し，全教員

がＩＣＴ機器を扱えるようになった後 「活用場面研修（授業でＩＣＴが活用できる場面を紹介，

し合う研修 「模擬授業研修（模擬授業形式による指導案検討 「研究授業 「ワークショップ）」 ）」 」

型事後検討会」を繰り返している。同校研究主任の石黒（2008）は 「夏季休業中に実施した，

『模擬授業30連発（全教員が５分の模擬授業を実施した研修 』が本校の研究推進の大きな転機）

になった。各教員が今までの自分の発問・説明・指示がいかに不明確であったのかを反省し，本

当の授業改善が始まった」と述べている。

同校の実際の授業では，基礎・基本を習得させるためにすべての教員が児童の手元にある物と

同じ物を実物投影機で映し出し，理解を促す取り組みに力を入れている。教師の発問・説明・指

示も的確に行われている。石黒の言うとおり「模擬授業スタイルの研修」で授業の事前検討が効

果的に推進されている裏付けであると考える。

以上２校の校内研修実践事例を参考にして 「日常の授業改善に直結する活動」として 「模擬， ，

授業」を校内研修プログラムへ導入することとした。

具体的には「実物投影機とプロジェクタの接続実習」を終えた後，参加者は実際に実物投影機

とプロジェクタを活用して教材を拡大提示しながら，まず，その時行う発問・説明・指示等を考

え，授業イメージを持つ。次に実際の授業の形式で発表し合い，お互いに発問・説明・指示を吟

味し合い，更に授業イメージを広げる。そのような活動を実施することで「ＩＣＴ活用の授業場

面のイメージ化」が図られ，参加教員が日常的にＩＣＴ活用授業を行うことに結び付くのではな

いかと考えた。

４ プログラムの開発

プログラムを開発するに当たって，さらにワークシ

ョップを取り入れた教員研修をモデル化して示した高

橋ら(2006)の「メディアとのつきあい方学習教員向け

ワークショップモデル」を参考にした（ 。同モデ図６）

ルはＩＣＴ活用授業に関する研修とは直接関係ない

が，比較的短い時間設定でワークショップ型研修を行

い 「授業での教え方」を構想する内容となっている。，

このモデルの特徴としては，次の点が挙げられる。

・ 児童・生徒の学習体験（前半 」と「授業の構想「 ）

（後半 」を60分程度で行う。）

・前半①当該メディア体験の想起，②具体的な活動

の体験，③「教える内容」の意識化，の３段階を

通して，参加者が教える内容を意識化するように

促し，後半④実践化に向けた検討，⑤「教え方」

の意識化，⑥振り返り，の３段階を通して，参加者が教え方を意識化するように促す。

以上の特徴を参考にして，さらに本節１～４を踏まえて活動の内容を構成し，校内研修プログ

ラムを開発した（ 。図７）

まず，ＩＣＴ活用指導力に関するアンケート調査を実施（活動１）した後，参加教員が授業イ

メージを持てるようにファシリテータが実物投影機を活用した授業例を紹介する（活動２ 。次）

図６ メディアとのつきあい方学習

教員向けワークショップモデル

(高橋ら，2006)
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に研修で活用する機器を準備したり，機器操作の実習をしたりする（活動３ 。その後，授業で）

の教え方をグループで検討するために，実物投影機の効果を確かめたり，それぞれの専門教科で

の効果的な活用を考えたりする実習を行う（活動４ 。そして，参加教員がすべての教科の模擬）

授業を体験できるように各教科の模擬授業を行い（活動５ ，生徒役になった教員が教え方を評）

価する（活動６ 。最後にファシリテータによるまとめ等を通して，研修を振り返る（活動７ 。） ）

Ⅴ 校内研修会の実施

開発したプログラムを生かした校内研修会を，二つの高等学校で実施した。

実際の研修会では，プログラムの活動１「ＩＣＴ活用指導力に関するアンケート実施」から活動

４「 授業での教え方』の検討 実物投影機の効果を確かめる」までを１日目に２時間，活動４『

「 授業での教え方』の検討 専門教科での効果的な活用を考える」から活動７「ファシリテータ『

によるまとめ」までを２日目に２時間実施した。

１ 活動１「ＩＣＴ活用指導力に関するアンケート実施」

はじめに「ＩＣＴ活用指導力に関する事前調査」としてカテゴリーＢについてアンケート調査

を実施した。調査に当たっては，社団法人日本教育工学振興会（JAPET）の「ｅラーニング教員

研修ＩＣＴ活用指導力 事前チェックシート」(2008)で作成されたＩＣＴ活用指導力カテゴリー

Ｂに関する「知識 「意欲」の質問肢８項目を使用した（ ） 。」 表５ ９）

表５ カテゴリーＢ「授業中にＩＣＴを活用して指導する能力」のチェック項目

B-1-1 学習に対する生徒の興味・関心・意欲が高まるように，ディジタルカメラや大型テレビ，プロジェク

タ，コンピュータなどを使って，図やグラフや映像などを提示する方法を知っている。

B-1-2 このような提示方法を工夫してみたいと思っている。

B-2-1 生徒一人一人が課題をよく考えてしっかり取り組めるように，ディジタルカメラや大型テレビ，プロジ

ェクタ，コンピュータなどを使って，図やグラフや映像などを提示する方法を知っている。

B-2-2 このような提示方法を工夫してみたいと思っている。

B-3-1 学習内容を分かりやすく説明したり，生徒の理解を深めたりするために，ディジタルカメラや大型テレ

ビ，プロジェクタ，コンピュータなどを使って，図やグラフや映像などを提示する方法を知っている。

B-3-2 このような提示方法を工夫してみたいと思っている。

B-4-1 学習内容をまとめるときに，生徒によく定着するように，ディジタルカメラや大型テレビ，プロジェク

タ，コンピュータなどを使って，図やグラフや映像などを提示する方法を知っている。

B-4-2 このような提示方法を工夫してみたいと思っている。

図７ 開発した校内研修プログラム
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２ 活動２「 実物投影機』を活用した授業例の紹介」『

特にＩＣＴ活用授業の初心者教員には，ＩＣＴを

使った授業をイメージすることが肝要である。取り

扱う｢実物投影機｣の授業イメージを研修テキスト

（エルモ社の小冊子「ホット・エデュケーショ

ン ）を使用しながら紹介した。そして，実物投影」

機を使う場面は，授業の「導入 「展開 「まとめ」」 」

のどの部分なのか，活用場面のポイントはどこなの

かについて説明した。小冊子には小学校の授業での

指導事例が多く出ているが，参加教員は自分の授業

の場合に置き換えながら考えた（ 。図８）

３ 活動３「機器準備及び操作実習」

参加教員には，ＩＣＴ活用授業の初心者も

いるため，事前に研究協力委員と連絡を取

り，機器準備及び操作実習にあまり抵抗感を

持たない教員をリーダーとして，５～６名編

成のグループを作った。そしてワークショッ

プ型のグループ活動を実施した。準備物は，

普段の授業で使う教科書，資料集，植物等の

実物であった。

具体的には「プロジェクタを観察する 「実」

物投影機を観察する 「スクリーンを設置す」

る 「接続して映す 「電源を切って片付け」 」

る」という順番で，ＩＣＴ機器の準備や使用

方法の実習を行った（ 。図９）

４ 活動４「 授業での教え方』の検討」『

(1) 実物投影機の効果を確かめる

活動３で編成したグループで，準備した機器を用いて授業場面を想定した実習を行った。参加

教員が持参した普段の授業で使う教科書，資料集，実物等を映しながら，効果的な授業場面を話

。し合った。その後，各グループから三つずつ話し合ったことを発表した（図10，図11）

図９ 機器準備および操作実習

図８ 全体会での活動

図10 実物投影機の効果を確認 図11 授業での教え方の検討
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(2) 専門教科での効果的な活用を考える

教科主任や授業でＩＣＴを使った

ことのある教員をリーダーとして，

各教科ごとに５，６名編成のグルー

プを作った。そしてワークショップ

型グループ活動を実施した。具体的

には実物投影機とプロジェクタを活

用した授業場面を想定して，発問・

指示・説明等を吟味し，模擬授業形

式で全体へ発表するための準備を行

った。そして，教科ごとに簡単な学

習指導案を作成した（ 。図12）

５ 活動５「模擬授業の実施」

教科別グループで模擬授業を考え，全体で発表した（ 。表６・図13）

図12 参加教員が作成した学習指導案（一部）

表６ 各グループで考えた模擬授業の内容

教科 模擬授業の内容

国語科 （現代文）教科書本文の提示，新出漢字の確認，本文に関係のある画像提示

（古文・漢文）古文の単語の映し出し，漢文の返り点，スクリーンへの書き込み

地歴 （地理）白地図帳への記入の仕方

公民科 （日本史）歴史資料の拡大提示

（現代社会）新聞記事の提示，関係する写真資料の提示，スクリーンへの書き込み

数学科 （数学Ⅰ）平面幾何 三角形の内接円の説明，表やグラフの説明，簡単なプログラムのフローチャ

ート作成，スクリーンへの書き込み

理科 （理科総合A）手元にある実験器具の紹介，使用法説明，微生物の確認，スクリーンへの書き込み

保健 （保健）教科書の拡大提示と導入部分で新聞記事を提示

体育科 （体育）体ほぐしの見本提示

英語科 （英語Ⅰ）教科書の本文に関する画像を映しての興味付け，新出英単語の確認

（リーディング）実物投影機の画面からパソコンの画面に切り替え，フラッシュ型教材を使った英

単語の学習，スクリーンへの書き込み

芸術科 （音楽）五線譜への記入と紙鍵盤を使っての運指の説明，スクリーンへの書き込み

（美術）美術作品の提示，絵の具の塗り方のポイント，スクリーンへの書き込み

家庭科 （被服実習）アイロンの使用上の注意や使い方の説明

ハーフパンツのポケットを作るための下準備のアイロンがけの説明

玉止めや縫製の際の注意事項の確認，スクリーンへの書き込み

（調理実習）玉ねぎのみじん切りの説明，スクリーンへの書き込み

農業科 （造園実習）野菜の種まき・稲穂の説明

実際に土が入ったセルトレイに種をまき，覆土するまでの説明

商業科 （ビジネス基礎）小切手や約束手形の作成の仕方・各要素の説明

（簿記）貸借対照表の帳簿を映してスクリーンに書き込み，電卓の運指の説明

（プログラミング）問題提起，教科書の入力設計，出力設計の条件整理

フローチャートの作成，トレース
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６ 活動６「 授業での教え方』を評価」『

参加教員は，活動５の模擬授業を体験した後，授業評価シートを用いて の４観点について，表７

「大変できている 「まあまあできている 「ふつう 「あまりできていない 「全くできていな」 」 」 」

い」の５段階で評価し，さらに各授業の感想も記述した（ 。図14）

７ 活動７「振り返り」

ファシリテータが研修のまとめを行った。ここでは，先行研究等で明らかにされている実物投

影機を使ったＩＣＴ活用授業の効果について資料を用いて話を進めた。最後に「ＩＣＴ活用指導

力に関する事後調査」として，カテゴリーＢについて事前調査と同じ項目でアンケートを行った。

図13 模擬授業の実施

表７ 評価項目の４観点

１ 学習に対する生徒の興味・関心・意欲が高まるような提示ができている。

２ 生徒一人一人が課題をよく考えてしっかり取り組めるように工夫した提示ができている。

３ 学習内容をわかりやすく説明したり，生徒の理解を深めたりするための提示ができている。

４ 学習内容をまとめるときに，生徒によく定着するように工夫した提示ができている。

図14 参加教員が書いた授業評価ワークシート（一部）
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Ⅵ 結果

１ ＩＣＴ活用指導力に関する事前事後調査及び事後の聞き取り調査

(1) ＩＣＴ活用指導力に関する事前事後調査

プログラムを生かして実施した研修の事前と事後に，ＩＣＴ活用指導力カテゴリーＢに関する

アンケート調査を実施した。目的は参加教員のＩＣＴ活用授業に対する「知識 「意欲」の高ま」

りを調べることであった。八つの質問肢に対する回答を「当てはまる 「やや当てはまる」と」

「あまり当てはまらない 「当てはまらない」の二群に分けて集計したところ， のようにな」 図15

った。

「B-1-1 学習に対する生徒の興味・関心・意欲が高まるようにディジタルカメラや大型テレ

ビ，プロジェクタ，コンピュータなどを使って，図やグラフや映像などを提示する方法を知って

いる」の設問に対する回答は 「当てはまる，やや当てはまる」の合計が，事前59.4%，事後72.7，

%であった。

「B-1-2 このような提示方法を工夫してみたいと思っている」の設問に対する回答は 「当て，

はまる，やや当てはまる」の合計が，事前では78.3%，事後では86.4%であった。

「B-2-1 生徒一人一人が課題をよく考えてしっかり取り組めるように，ディジタルカメラや

大型テレビ，プロジェクタ，コンピュータなどを使って，図やグラフや映像などを提示する方法

を知っている」の設問に対する回答は 「当てはまる，やや当てはまる」の合計が，事前49.3%，，

事後52.4%であった。

「B-2-2 このような提示方法を工夫してみたいと思っている」の設問に対する回答は 「当て，

はまる，やや当てはまる」の合計が，事前では76.8%，事後では83.3%であった。

「B-3-1 学習内容を分かりやすく説明したり，生徒の理解を深めたりするために，ディジタ

ルカメラや大型テレビ，プロジェクタ，コンピュータなどを使って，図やグラフや映像などを提

示する方法を知っている」の設問に対する回答は 「当てはまる，やや当てはまる」の合計が，，

事前58.0%，事後66.7%であった。

「B-3-2 このような提示方法を工夫してみたいと思っている」の設問に対する回答は 「当て，

はまる，やや当てはまる」の合計が，事前では75.4%，事後では85.7%であった。

図15 「ＩＣＴ活用指導力に関する事前事後調査」アンケート結果
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「B-4-1 学習内容をまとめるときに，生徒によく定着するように，ディジタルカメラや大型

テレビ，プロジェクタ，コンピュータなどを使って，図やグラフや映像などを提示する方法を知

っている」の設問に対する回答は 「当てはまる，やや当てはまる」の合計が，事前46.4%，事後，

59.5%であった。

「B-4-2 このような提示方法を工夫してみたいと思っている」の設問に対する回答は，当て

はまる，やや当てはまる」の合計が，事前では72.5%，事後では76.2%であった。

(2) 聞き取り調査

具体的にどのような「知識」や「意欲」の高まりが生じたのかを確かめるために，17名の参

加教員に次のような聞き取り調査を実施した。

(質問１)今回の校内研修を通して，ＩＣＴを活用した授業について，新たにどのような知識

が身に付きましたか。

(質問２)校内研修を終えた今，すぐにやってみたいと思うＩＣＴ活用授業はどのような内容

ですか。

ア 知識の高まり

校内研修によって身に付いたＩＣＴ活用授業に関する知識について次のような回答が得られ

た。17名の参加教員からは，主として「ＩＣＴ活用授業によって指導方法の改善が促されるこ

と」や「実物投影機利用の簡易さ」についての回答であった（ 。表８）

イ 意欲の高まり

校内研修後にやってみたいＩＣＴ活用授業として次の内容が挙げられた（ 。17名の参加表９）

教員からは，拡大提示したいものや授業展開について具体的な回答が得られた。ただし，ＩＣＴ

活用授業の効果に対する懐疑的な意見やＩＣＴ活用授業のイメージがつかめない等の回答が少数

ではあるが見られた。

表８ ＩＣＴを活用した授業について，新たに身に付いた知識

・実物投影機による教科書やノートの提示方法や活用の仕方（４名）

・大きく映して授業を進めていくことで，生徒も理解しやすいこと（３名）

・ 実演して見せる」ことが効果的であること（１名）「

・指示が明確になること（１名）

・授業設計について考えることが大切であること（１名）

・効果的な使用方法について情報共有が大切であること（１名）

・他の校種でもＩＣＴ授業活用が進んでいるということ（１名）

・実物投影機は，教材の事前準備が少なくて済むこと（３名）

・機器の設置方法や操作が簡単なこと（２名）

表９ ＩＣＴを活用した授業について，やってみたいと思う授業（授業場面）

【授業展開について】

・教科書や資料集，実物教材の提示（３名）

・手元の実演の様子などの提示（４名）

・プリント学習やテスト問題等の解答の説明や解説（３名）

・新聞記事など最新情報の提示（３名）

・授業の導入・展開・まとめでの効果的な活用（２名）

・生徒の姿勢を投影（１名）

・プレゼンテーション資料としての提示（１名）
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２ プログラムに対する評価アンケート及び聞き取り調査

(1) アンケート調査

校内研修終了後にプログラムの各活動の評価アンケート調査を実施したところ次のような結果

が得られた（ 。表10）

活動１「ＩＣＴ活用指導力に関するアンケート実施」に対して，受講者の54.4%がＩＣＴ活用

授業をやってみたいと思うために役立ったと回答した。

活動２「 実物投影機』を活用した授業例の紹介」に対して，受講者の80.5%がＩＣＴ活用授業『

をやってみたいと思うために役立ったと回答した。

活動３「機器準備実及び操作実習（実物投影機＋プロジェクタ＋マグネットスクリーン 」に）

対して，受講者の82.6%がＩＣＴ活用授業をやってみたいと思うために役立ったと回答した。

活動４「 授業での教え方』の検討 「実物投影機の効果を確かめる 「専門教科での効果的な『 」 」

活用を考える」に対して，受講者の84.8%がＩＣＴ活用授業をやってみたいと思うために役立っ

たと回答した。

表10 プログラムの評価

大 ま 普 あ 役

変 あ 通 ま に

役 ま り 立

に あ 役 た

立 役 に な活 動

つ に 立 い

立 た

つ な

い

１ＩＣＴ活用指導力に関するアンケート実施 8.7% 45.7% 41.3% 4.3% 0.0%

２「実物投影機」を活用した授業例の紹介 28.3% 52.2% 19.5% 0.0% 0.0%

３機器準備実及び操作実習 32.6% 50.0% 17.4% 0.0% 0.0%

（実物投影機＋プロジェクタ＋マグネットスクリーン）

４「授業での教え方」の検討 28.3% 56.5% 15.2% 0.0% 0.0%

実物投影機の効果を確かめる

専門教科での効果的な活用を考える

５模擬授業の実施 50.0% 34.8% 15.2% 0.0% 0.0%

６「授業での教え方」を評価 32.6% 47.8% 19.6% 0.0% 0.0%

７振り返り 23.9% 45.7% 30.4% 0.0% 0.0%

表９ ＩＣＴを活用した授業について，やってみたいと思う授業（授業場面 （続き））

【拡大提示したいもの】

・生徒の作文紹介，本文中の情景を思わせる写真の提示，生徒に解答や感想等を書かせたノートを映しての情報

共有や発表（国語科，英語科）

・地図を示しての説明，新聞記事を提示して最新情報提供（地歴公民科）

・野菜の病害虫などの写真を撮影し，資料として説明（農業科）

・実験時の試験管の中身（理科）

・被服製作時の手元作業の提示（家庭科）

・調理実習での，加熱時の具財の変化の様子提示（家庭科）

・財務諸表の提示（商業科）

・電卓や算盤の運指説明（商業科）
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活動５「模擬授業の実施」に対して，受講者の84.8%がＩＣＴ活用授業をやってみたいと思う

ために役立ったと回答した。

活動６「 授業での教え方』を評価」に対して，受講者の80.4%がＩＣＴ活用授業をやってみた『

いと思うために役立ったと回答した。

活動７「振り返り」に対して，受講者の69.6%がＩＣＴ活用授業をやってみたいと思うために

役立ったと回答した。

このアンケートでは参加教員のうち46名から回答が得られた。また，ファシリテータが意図し

た活動のねらいに合う理由を記述したものや，複数の活動の意義を組み合わせて理由付けしてい

る回答が見られた（ 。表11）

(2) 聞き取り調査

のように，ＩＣＴ活用授業をやってみたいと思う上で役立った活動として 「活動５ 教表10 ，

科の代表が模擬授業を行う」が最も高い割合を示した。そこで，模擬授業のどのような点が参考

になったのかを17名の参加教員に聞き取り調査をしたところ，次のような回答が得られた。17名

の参加教員からは，模擬授業によって指導方法に対するヒントが得られたことや効果が実感でき

たことなどが挙げられた（ 。表12）

表11 活動１から活動７までの理由

・活動２ いろいろな事例から授業イメージがつかめた（２名）

・活動３ 機器の設定や準備が簡単にできることがわかった（３名）

・活動４ 実物投影機で拡大して映すことの効果を実感した（２名）

・活動４ 実物投影機を使いながら，教科で授業設計や検討ができるのがよかった（４名）

・活動５ 模擬授業をすることで，自分の授業の振り返りができた（６名）

・活動６ 模擬授業を実施して，他教科の先生の工夫が参考になった（３名）

・活動７ ＩＣＴ活用授業や実物投影機の知識が深まった（２名）

・活動２，３，４ 実物投影機の準備の簡単さや大きく映すことの良さを実感した（２名）

・活動３，４ 機器の操作方法と実際に大きく映してみることの効果を実感した（４名）

・活動４，５ 実物投影機を使った授業の実践的な研修ができた（３名）

・活動４，５ 授業について考える機会になった（６名）

・活動２，５，６ 授業の具体例を考え，お互いに実践し合うことがよかった（２名）

・活動２，３，４，５，６ プロジェクタ＋実物投影機の使用と模擬授業をすることがよかった（３名）

表12 他教科の先生の実物投影機を使った「模擬授業」で参考になったこと

・実演しながらの説明の工夫が効果的であること（６名）

・授業の最も効果的な場面で使用していたこと（５名）

・発問や指示のしかた（３名）

・板書時間の削減で，説明や演習に時間が取れること（３名）

・普段授業で使っている教材の見せ方の工夫（２名）

・大きく映してわかりやすくすることの大切さ（６名）

・機器準備の時間が少なく，実施しやすいこと（２名）

・他教科の授業を見ることが新鮮だったこと（１名）
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３ 参加教員が実施したＩＣＴ活用授業と授業者への聞き取り調査

研修会終了後，約二週間経った2009年12月17日に，岡山県立岡山南高等学校において，実物投

影機を活用した授業が次のような内容で実施された（ 。表13）

表13 実物投影機を活用した授業

教科 科 目 単元 授業の概要 主なＩＣＴ活用の概要

国 国語総合 B 書くこと 生徒が書いた作文を大きく拡大 作文のポイントになる言葉を大きく拡

語 （国語表現） ア 相手や目的に応じて題材を選び，効果的 して指導 大

科 な表現を考えて書くこと。

イ 論理的な構成を工夫して，自分の考えを

文章にまとめること。

地歴 世界史Ａ （2）一体化する世界 大航海時代の歴史を画像を使っ 地図や関連用語・画像の拡大表示

公民科 ア 大航海時代の世界 て説明

数 数学Ａ （1） 平面図形 三角形や円の性質を式を使って 図形の拡大表示による解説

学 ア 三角形の性質 説明

科 イ 円の性質

理 理科総合Ａ （3） 物質と人間生活 元素記号の説明や具体例，実験 元素記号の拡大表示，具体例，実験例

科 ア 物質の構成と変化 例の説明 の画像の拡大表示

（ア） 物質の構成単位

英 オーラルコミ （2） 言語活動の取扱い 英語の「聞き取り」と「話す」 英文の表示や関連の画像の拡大表示

語 ュニケーショ （ア） リズムやイントネーションなど英語 ことを会話文や英語歌詞で演習

科 ンⅠ の音声的な特徴に注意しながら，発音

すること。

（イ） コミュニケーション活動に必要とな

る基本的な文型や文法事項などを理解

し，実際に活用すること。

保健 保健 (1) 現代社会と健康 脳の働きや体のしくみの復習 脳の働きや体のしくみの図の拡大表示

体育科 ウ 精神の健康

芸 書道Ⅰ A 表現 空海の人物説明や風信帖を毛筆 手本の拡大表示や筆順の拡大表示

術 （2） 漢字の書 で書く

科 ア 古典に基づく基本的な点画や線質の表

し方と用筆・運筆との関係

商 ビジネス基礎 （3） ビジネスと流通活動 マーケティングにおける販売促 販売促進活動（広告）に関する用語や

業 エ ビジネスの担当者 進活動（広告） 事例の画像の拡大表示

科 会計 （2） 貸借対照表 決算（財務諸表の作成）貸借対 財務諸表の拡大提示やポイントとなる

（3） 損益計算書 照表・損益計算書・財務諸表の 計算の書き込み

（4） 財務諸表の活用 活用の演習

家 ファッション (2) ファッションデザインの発想と表現法 様々な透視図法（一点透視図 透視図法の説明を実際の作品の画像を

庭 デザイン ア デザインの発想 法，二点透視図法，三点透視図 拡大表示して説明

科 イ ファッション画 法）

生活教養 和本装丁の作成 生徒が立てた旅行企画書の発 旅行企画書そのものを提示し，生徒に

表，和本装丁の実習 発表させる。和本装丁の完成品を大き

く拡大して映し，実習の説明
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終了後，12名の授業者に「今回，ＩＣＴを使った授業をしてみて，プログラムのどの活動が役

に立っているか」を質問をしたところ，次のような回答が得られた。12名の授業者からは，プロ

グラム内の各活動の目的と結び付いた感想等が挙げられた（ 。表14）

また，ＩＣＴを使ってさらにやってみたい授業内容について尋ねたところ，次のような回答が

（ 。得られた 表15）

Ⅶ 考察

１ 参加教員のＩＣＴ活用授業に対する知識の高まり

ＩＣＴ活用指導力に関する事前事後調査の結果を基に，開発したプログラムが，参加教員にと

って実物投影機を活用した授業に対する知識が高まるために有効であったかを考察した。

カテゴリーＢに関するアンケート結果に示されたとおり 「B-1-1 「B-2-1 「B-3-1 「B-4-1」， 」 」 」

のＩＣＴ活用授業に対する知識を問う設問で，参加教員の回答は事前に比べて事後の割合がすべ

て上昇していた。その理由の主なものとして「ＩＣＴ活用授業によって指導方法の改善が促され

表14 校内研修プログラムのどの活動が役に立っているか

役に立った活動 理 由

活動２（１名） ・実物投影機を使った授業例の紹介が参考になった。

活動３（７名） ・接続実習がよかった。

・具体的な機器実習がよかった。

・やってみると簡単だった。

活動４（３名） ・同じ教科の先生との授業検討がよかった。

・同じ教科での検討で，ＩＣＴ活用のポイントを確認したことがよかった。

・授業の説明の大切さがわかった。

活動５（３名） ・説明や指示の工夫が大切だと思った。

活動６（２名） ・他教科の使い方をみて，いろんな使い方が参考になった。

表15 ＩＣＴを使ってさらにやってみたい授業内容

・平家物語等，古典の授業で画像投影（国語科）

・白地図，地図帳の投影，歴史資料の投影，新聞記事の投影（社会科）

・図形の証明問題などでの板書工夫（数学科）

・実験の手順や様子の投影（理科）

・実物投影機とパソコンとを併用し，興味付けや動機付けをする授業（英語科）

・カラー図鑑や医学書等の提示（保健体育科）

・ 筆の高さ」を意識させるための工夫，漢文での登場人物の補助資料紹介（芸術科書道）「

・透視法（一点透視，二点透視，三点透視）の作図の仕方，消失点の説明（家庭科）

・製図の仕方の拡大提示（家庭科）

・被服製作時の手元の投影（家庭科）

・会計分野の財務諸表の作成（商業科）

・小切手や約束手形，各種伝票・領収証などの実際の書き方指導（商業科）

・パソコンでの映像と実物提示の効果的な併用（商業科）

・板書時間の削減によって生まれた時間の有効活用（複数科）
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ること 「実物投影機利用の簡易さ」などの知識が得られたことが示されている。実物投影機を」

活用した授業例を紹介し，教え方を検討し，模擬授業を実施するというプログラムの成果である

と考える。このことは，授業者のプログラムに対する感想からもうかがうことができる。

以上のことから，参加教員のＩＣＴ活用授業に関する知識はプログラムによって高まったもの

と考えられる。

２ 参加教員のＩＣＴ活用授業に対する意欲の高まり

「プログラムに対する評価アンケート及び聞き取り調査 「ＩＣＴ活用指導力に関する事前事」

後調査及び事後の聞き取り調査 「参加教員が実施したＩＣＴ活用授業と授業者への聞き取り調」

査」の結果を基に，開発したプログラムが参加教員にとって実物投影機を活用した授業に対して

意欲が高まるために有効であったかを考察した。

まず，校内研修終了後のプログラム評価アンケートに目を向けた。プログラムに対する評価か

らも示されたとおり，活動５「模擬授業の実施」について「大変役に立つ 「まあまあ役に立」

つ」と答えた割合が高かった。これは「他教科の先生の実物投影機を使った『模擬授業』で参考

になったこと」で示されている「授業の最も効果的な場面で使用していたこと 「発問や指示の」

仕方 「普段授業で使っている教材の見せ方の工夫」についての知識が高まったことによると考」

えられる。ただ，プログラムの活動１から活動７までの一連の流れのうち，ＩＣＴ活用授業に対

する意欲を高めるために役に立った理由として，模擬授業を実施したことだけでなく，教え方を

検討し，模擬授業を実施して，その教え方を評価するまでの複数の活動を列挙している意見が見

られた。これは多くの参加教員がプログラム内の複数の活動のつながりや流れの効果を評価して

いるものと考えられる。さらにカテゴリーＢに関するアンケート結果に示されたとおり，ＩＣＴ

活用授業に対する意欲を尋ねる項目「B-1-2 「B-2-2 「B-3-2 「B-4-2」についての回答がすべ」 」 」

て事前より事後の方が高まっていた。これは，ワークショップ型グループ活動を通して，他の教

員の授業を体験することで，さらに自分の授業について振り返って考えることができた成果では

ないかと思われる。そのことは 「実物投影機を活用した授業」の実施やプログラムのうち，役，

に立った活動に対する授業者の意識が，プログラムにおける各活動の目的と合致したことに裏付

けられている。

以上のことから，参加教員のＩＣＴ活用授業に対する意欲はプログラムによって高まったもの

と考えられる。

Ⅷ 結論

参加教員が日常的なＩＣＴ活用授業に対する知識や意欲が持てるような校内研修会を実施するた

めに，先行研究等を参考にＩＣＴ活用授業を普及させるための校内研修プログラムを開発した。開

発したプログラムは次のような構成とした。

・活動１ ＩＣＴ活用指導力に関するアンケート実施

・活動２ 「実物投影機」を活用した授業例の紹介

・活動３ 機器準備及び操作実習

（実物投影機＋プロジェクタ＋マグネットスクリーン）

・活動４ 「授業での教え方」の検討

実物投影機の効果を確かめる

専門教科での効果的な活用を考える

・活動５ 模擬授業の実施

・活動６ 「授業での教え方」を評価 グループ，全体

・活動７ 振り返り ファシリテータによるまとめ，アンケート実施
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このプログラムを生かして，二つの高等学校で研修会を開催した。ＩＣＴ活用指導力に関する事

前事後調査やプログラムに対する評価アンケートの結果から，開発したプログラムは，日常的なＩ

ＣＴ活用授業に対する知識や意欲を高めるために効果があったことが示された。また，ＩＣＴ活用

授業のイメージがつかめない等，幾つかの問題もあったので今後の課題としたい。

今回の研究で，ＩＣＴ活用授業の普及を阻む原因として挙げていた「ＩＣＴ機器に関すること」

「ＩＣＴ活用授業に関すること」については，プログラムを生かした研修会により解消する方向に

変化していることが認められた。しかし 「その他」の「研修時間がない」ことについては，研修，

会を実施した２校ではプログラムを実施したことによる研修時間が確保できたものの，他の高等学

校でＩＣＴ活用授業が普及するためには，今後放課後等の短い時間を利用した研修方法の提案も必

要である。また 「ＩＣＴ機器の不足」については，実施した２校では管理職のＩＣＴ活用授業の，

効果に対する理解から，今後予算面等での課題はあるものの，機器整備をしていく体制に向けて準

備が進んだ。

Ⅸ おわりに

文部科学省は，平成22年度末までにすべての教員がＩＣＴ活用指導力が持てるようになること

を目指している。また，平成20年12月に公示された高等学校学習指導要領案の総則には 「各教科，

・科目等の指導に当たっては （中略）これらの情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材，

・教具の適切な活用を図ること」 と記されており，教員がＩＣＴを効果的に活用して授業を行う10）

ことが求められている。

教科担任制の高等学校では，他教科の授業を見る機会が少ない。ところが今回の研修では模擬

授業を通して，自分の教え方にはない様々な教科の授業の工夫を体験することができたので，授業

力を高めるためにも有効な活動であったと考えられる。高等学校での専門性の高い指導内容を実物

投影機を使って分かりやすく教えることで，実物投影機の有効性も確認できた。また，ワークショ

ップ型グループ活動を取り入れたので，参加教員がお互いの経験や専門性を認め合い，協力してＩ

ＣＴ活用授業を実施しようという協同意識も生まれたと思われる。今回校内研修を実施した２校で

は，普通教室に情報コンセントがあるため，今後はディジタルコンテンツの提示やWeb上の教材と

併用しながら指導する授業場面にも発展することが期待される。

なお，小・中学校のＩＣＴ活用授業先進校の中には，実物投影機を活用した「習得型授業」の効

果をまとめ，次の「活用型授業」への展開を模索している動きもある。今後はそうした実践にも注

目しながら，高等学校でのＩＣＴ活用授業の普及を図りたいと考えている。
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